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東ヒマラヤのチベット系民族の農耕社会文化とその文明的意義

安藤和雄 (京都大学東南アジア研究所)
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キーワード東ヒマラヤ､ブータン､アルナ チャルプラデーシュ､農耕社会文化,チベット系民族: -
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l.はじめに :研究目的と背景
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k庚ヒマラヤがどの地域を指 し示しているのかに明確な定義はないが､Wi 

Himalaya

ia
i dpe
 の莱語版では､ 

E tasern
 の範囲は､シッキムからブータンを鮮てイン ド東北部のアルナ-チャルプラデ

ーシュ州である｡ しかし､水源で地域を区切った場合､エーヤワディ川までがヒマラヤ山脈を水源と

することから､ミャンマー北部までを東ヒマラヤに含めることが妥当であろう｡束ヒマラヤ地域の問

題は､英領時代から今日まで､インド､ミャンマー､とブ-タンと中国の間で国境紛争が起きてきた

点にあるC したがって､尭ヒマラヤのもっとも中核となる東ブータン､アルナ-チャルプラデーシュ

州､ミャンマー北部は､2O0O年前後まで外国人や同国人でさえi)自由に訪問できる地域ではなかった｡

そのため､｢隠された土地､隠されたヒマラヤ地域｣とも呼ばれてきたO近代化の影響は限定的で､現

在でも伝統文化や価値観に依拠 した暮らしと社会システムが濃厚に残されているO -方､現在､近代

化と呼ばれる西洋文明の波及による様々な問題が指摘されて久しいが､筆者は､この問題に取り組む

ためには､もう一度西洋文明に影響される以前の ｢地域に根ざした文明｣の意義をIIplうべきではない

00かという考えをもっている｡特に 2

死と高所環境 - ｢高地文明｣におけるL*号生理 ･生態 ･文化的適応｣(奥宮浦人代表)に参加 し､アル

ナ-チャ/i/プラデーシュ州のウエス トカメン県とブータン東部のタシガン県で､農耕民と牧畜民の

村々を訪問するようになり､この考えが強くなった.本プロジェクトの目的も ｢高地文明｣という新

しい文明の定義を検討することでもあり､筆者は､上記の地域が育んできた農耕社会文化の文明的意

義を考察してきた.本朝lL-･では途中経過であるが､調査地で得られた農耕社会文化の事実に基づいて

輩者が考えている文明論について若干言及してみたいt, 

7年以降に総合地球環境学研究所のプロジェク ト ｢人の生老病

2.

調査地域では､ウエストカメン県のモンパ語を話すモンパ族とブロックパ語を話すブロックパ族､

調査地域と調査方法

そして､タシガン県のシャルチョッパ語を話すシャルチョッパ族とブロックパ族の村々で､借は 取り

と観察のため､ 1回の滞在が 2週間前後という短期調査を牛に数回繰 り返した｡モンパ語､ブロック

パ語､シャルチョッパ語は､言語的にはチベットービルマ語派に属し､チベット仏教とボン教を背景

としたチベット系の文化が人 の々暮らしや社会を支えている｡モンパ族とブロックバ族はチベット仏

教のゲルク派であるが､シャルチ _l Lかし､言語的にはシャルチ-ツパ族はニンマ脈で異なっているc

K denney19ョッパ語とウエストカメン県のモンパ語がよく似ているといわれている,1 4年の 大尉の

報告書によれば､ウエス トカメン県の西境となる標高 4 のセラ峠から東側の地域のウエス トカ0m00

uryowメン県のモンパ族は､シャルチョッパ (束の人という意味もある)と呼ばれていたという(Ch dh

991 6I 101000)93 ｡アルナ-チャルプラデーシュ州では 2 7年～2 1年にかけて､ブータンでは 2 0年

1)(と 2 1年に調査を行った｡調査は､英語もしくは簡単なヒンズー語を使用 し､それぞれの地域で現

地語である上記の言語に通訳 (大学生もしくはガイ ド)を介して翻訳して行った｡しかし､現地名な

どの英語や日本語の表記については､著者が聞き取ったものであり､通訳が筆記したものではない｡ 

3.調査結果と考察

東ヒマラヤのチベット系の文化をヰ)つた人々の農耕文化社会の特徴は､農耕民と牧畜民が トウモロ

コシや米などの穀物とチーズ､バターなどを特定の人間関係において物々交換してきた交易社会ネッ

トワークの形成にあるといえる｡筆者らは､これをモンパ ･モデルと呼んだ (安藤ら 011) (図 1

参照)ハこのモデルの特徴として､ウェストカメン県､タンガン県に関わらず しろ､ブロックパ族は､ 
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定着村をもち､夏に

0m00 前後に
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草 地 で ､ 冬 に は
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 0m05
 の

標高の森林でヤクや

ヤクと高地牛のハイ
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などの放牧と飼葉飼

育を行い､耕作は定
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の標高にある水田､
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図1アルナーチャル･プラデシュのディランク郡における交易社会

モデル)(安藤ネットワーク(モンバ･ 1
02
 1より)

栽培 している｡これ

が主な生業となっている｡ただし､農業以外の雇用機会や出稼ぎも増えつつある,Jブロックパ族は常

設店で購入する比率が増えつつあるが､基本的な主食となる穀類をモンパ族やシャルチョッパ族に伝

統的に依存 してきたO しかし､モンパ族やシャ,)レチョッパ族にも伝統的に牧畜を!1･,業とする人たちも

いるC.タンガン県のメラックとサクテンはブロックパ族の人1jがもっとも多い地区である｡彼らは､

女神アマジョモ伝承をもち､7世紀に女神のお告げ:′こ従い､チベットのツナ Thsona
(
 )か rJ移住して:

h danCきたと言われている ( 2


れていないCこのことから,モンパ族とシャルチョッパ族は先住者であったことが分かるCこの特別


な関係をナッチャンというCナッチャンの意味は､特別に世話をする人というくらいの意味であるそ


うだ｡モンパ ･モデルは尭ヒマラヤの文明の核心であると筆者は見なしている√,幕末から明治に来日


)6
3
:4
00 C一方､モンパ族やシャルチョッパ族には､弓削奄な伝承が残さ

した欧米人の日本文化見聞記録を検討 した渡辺京二 『逝き Ltiの面影』(J: 平凡社 9
002
 9
く 200> :


したがって､文明

01


1
7
- )によれば､文明とは歴史的個性としての生活総体U)ありようであるという(

は､ある特定のコスモロジーと価 直観に支えられた社会構造､習慣と生活様式をもつ.文化や民族の

特性は滅びずに変容するが､構造と様式をもつ文明は滅びる､というのである｡欧米人は記録の中で､

由洋文明o)導入により､日本文RJ｣の滅亡を危倶 し喋くC筆者らFl本人の世界史的な役割があるとすれ

ば､東ヒマラヤの地域に今も残る ｢もう一つの文明のあり方｣を積極的に評価し､そこから学ぶ姿勢

ではないだろうか｡幕末から明治に来日した欧米人は西洋文明の優位性を誇示するばかりであった､

＼ll,lその轍を踏むべ きではないO現在の世界の文P)jが C ionJta7
i とい う単数形だけではなく､ 

5
2
VIc ill血 z 000く 199>

東ヒマラヤの ｢高地.文明｣はいみ じくも筆者に語 りかけているのであるL,
 

ions
ta
 という複数形として存在 している事実 (ブローデル 7
3
-
5
3.
 )を､
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